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Sox17 発現と胆囊原基の分化 
Sox17 （SRY-related HMG box transcription factor）は 1996 年に新たな sry-related HMG 
Box（SOX）遺伝子として単離された（Kanai et al., 1996）、SOX 遺伝子群のサブグル
ープ F に属する，脊椎動物において広く保存された遺伝子である。これまでに、Sox17
遺伝子は胚性内胚葉で一過性に胎齢 7.0 日から初期体節期（胎齢 8.0 日）に発現し、
Sox17 ノックアウトマウスでは胎齢 8.5 日に前腸内胚葉でアポトーシスが誘導される
ことで、胎齢 10 日までに致死となること（Kanai-Azuma et al.,2002）及び胚体外内胚
葉の形成において重要であること（Shimoda et al.,2007）が報告されている。In vitro 解
析においても、ヒト ES 細胞において Sox17 遺伝子を強制発現させると内胚葉への分
化が誘導されること（Seguin et al.,2008）も報告されており、これらのことから Sox17
は内胚葉形成のマスター遺伝子であることが知られている（Stainier et al.,2002，Tam et 
al.,2003）。 
マウスでは腹側膵、肝臓及び肝外胆管系は後腹側前腸から発生し、特に肝臓以外の
腹側膵と肝外胆管系は同じ前駆細胞から分化する可能性が示唆されており、この前駆
細胞は Pdx1 及び SOX17 陽性細胞であることが報告されている（Spence et al., 2010）。
さらに、Pdx1 陽性及び SOX17 陽性細胞が Pdx1 陽性の腹側膵、SOX17 陽性の肝外胆
管系へと分化する際に Sox17 発現が必要であり、胎齢 8.5 日での Sox17 ノックダウン
により、肝外胆管系は形成されず、肝臓原基に異所性の膵臓形成が認められている
（Spence et al., 2010）。一方で、Pdx1 陽性領域での Sox17 の過剰発現により、膵臓の形
成は阻害され胆管様組織の形成が認められたことが報告されている（Spence et al., 
2010）。当研究室では、Sox17 遺伝子が胎齢 10.5 日頃には肝臓、膵臓及び胆囊の原基で
ある前腸領域の分化の際に再発現し、胆囊予定領域における限局した発現がみられ、
同時期から胆囊・胆管系は伸長しながら形成されることを以前に報告しており
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（Uemura et al., 2010）、この報告内で Sox17 ノックアウトマウスの内胚葉細胞では胆
囊・胆管系マーカー発現が見られず、肝外胆管系及び Pdx1 陽性の膵臓の形成が認め
られないことを明らかにしている。これらの報告からマウスでの肝外胆管形成におい
て、Sox17 発現は必須であると考えられ、また、後腹側前腸の膵臓及び肝外胆管系の
前駆細胞の分化を方向付ける役割があることが示唆されている。さらに、Sox17 の胆
囊原基における発現はゼブラフィッシュ（Shin et al., 2012）、カエル（Zorn and Mason, 
2001）、マウス(Matsui et al., 2006； Uemura et al., 2010)、ヒト(Cardinale et al., 2011； 
Carpino et al., 2012)で報告されており、進化的に保存されていると考えられるが、胆
囊・胆管器官形成後期に Sox17 発現がどのように関わっているのかはまだ明らかとは
なっていない。また、胆囊原基の分化は Foxf1(Kalinichenko et al., 2002)、Hnf6(Clotman 
et al., 2002)、Hes1(Sumazaki et al., 2004)、 Hhex(Hunter et al., 2007)及び Lgr4(Yamashita 
et al., 2009) のような他の因子によって調節されていることが報告されているが、前腸
内胚葉から分化後の胆囊・胆管系形成における分子、細胞メカニズムはいまだ報告さ
れていない。さらに、当研究室で行った Sox17 ノックアウトマウスの C57BL/6 マウス
への戻し交配により、4 世代までは野生型と Sox17 ヘテロマウス（Sox17+/-マウス）の
出生割合は約 1 であったのに対し、5 世代以上では Sox17+/-マウスの出生割合が約 0.14
以下となり、急激な低下がみられた（表 0-1）。Sox17+/-マウスの出生率低下の原因につ
いて検討が進められた結果、胎齢後期に Sox17+/-マウスでは肝炎が高率に発症してい
ることが明らかとなり、この肝炎が出生率低下の原因となる可能性が推察され、
Sox17
+/-マウスの肝臓について詳細に解析が行われた。 Sox17 発現は血管発生（Matsui 
et al.,2006）及び血球の分化に関わっていることから（He, Kim, Lim, & Morrison, 2011）、
肝臓の血管と血球について解析されたが、Sox17+/-マウスで認められた肝炎の原因は肝
臓自身ではないことが示唆されたため、Sox17 遺伝子が前腸内胚葉から腹側膵及び肝
外胆管系への分化に必要であることに着目し、Sox17+/-マウスの肝外胆管系について、
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解析することとした。 
 
 
新生児胆道閉鎖症 
肝内胆管と肝外胆管は後腹部前腸の肝臓と胆囊原基に由来する(Spence et al., 2010； 
Stainier, 2002； Uemura et al., 2010； Zaret, 2008)。肝内胆管の胆管前駆細胞は肝臓の
中心静脈周囲の幹細胞から発生し、輪状の形態を中心静脈の分岐周囲に形成し、毛細
胆管と肝外胆管と繋がる(Clotman et al., 2002； Shiojiri & Katayama, 1987)。反対に肝
外胆管（胆囊、胆囊管及び肝外肝管） は Sox17 （SRY-related HMG box transcription 
factor）が発現する胆囊原基由来である(Spence et al., 2010； Uemura et al., 2010)。 
肝外胆管系である胆囊・胆管系は肝臓で産生された胆汁を貯留し、腸管への胆汁の
流路となっている。先天的胆管疾患やウィルス感染による胆管の傷害はこの流路の破
綻を引き起こし、胆汁のうっ滞による、胆石の形成や肝炎等の疾患の原因となる(Zong 
and Stanger, 2011)。新生児胆道閉鎖症は新生児の 1 万人に 1 人が発症し、進行性の肝
炎により、重度の場合には肝臓移植が必要となる疾患である(Kohsaka et al., 2002； 
Mieli-Vergani & Vergani, 2009)。この疾患は生後 3 か月で便の色や黄疸等の症状をきっ
かけとし発見される。発見時には既に肝炎が発症しており、現在の治療法としては肝
炎の進行を止めるために肝外胆管の切除等の外科的処置が行われており、肝炎が重度
の場合には肝臓移植が必要となる。しかし、新生児に対する外科的処置は技術等に困
難な点が多く、新たな治療法の開発が望まれている。また、手術後の再燃は発見が遅
くなり、肝炎が重症となることから、早期発見が重要であると考えられている。新生
児胆道閉鎖症での肝炎は胆道閉鎖による胆汁うっ滞が原因で起こると考えられており、
胆道閉鎖の一因として、胎児期の胆管形態形成不全が考えられているが、ヒトの新生
児胆道閉鎖症では、外科的処置の際には胆囊が線維化し痕跡程度しか認められないこ
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とから、原因を解明するための詳細な検討が困難であり、疾患モデルマウスの作出が
望まれている。これまでに、新生児胆道閉鎖症のモデル動物としてロタウィルスまた
はサイトメガロウィルスを感染させる方法が用いられているが（Keyzer-Dekker et al., 
2015、Walther et al., 2015、Wen et al., 2015）、ウィルス感染マウスでは致死率が高く、
またウィルスを取り扱うため研究施設も限られており、新生児胆道閉鎖症の治療の開
発等のためには改良が求められている（Squires et al., 2015）。当研究室で解析が進めら
れていた Sox17+/-マウスにおける胎生期の肝炎では肝臓の血管または血球系に異常が
認められておらず、肝炎の一次原因が肝臓自身ではないと考えられたこと、Sox17 遺
伝子が前腸内胚葉から腹側膵及び肝外胆管系への分化に重要な役割を担っていること
が報告されていることから、Sox17+/-マウスで認められた肝炎との肝外胆管系形成の関
わりを明らかにすることで、新生児胆道閉鎖症のモデルマウスとして有用である可能
性を示すことが出来ると考えられた。 
 
 
ヒト疾患モデルマウスの有用性 
これまでにヒトの疾患のモデルマウスが多く用いられ、医薬品の開発等に利用され
ているが（Bart van der Worp et al., 2010、Hackam and Redelmeier, 2006）、ヒトでの病態
を模倣できたモデルマウスは数少なく、疾患モデルマウスの有用性は低いという報告
がされている（Seok et al., 2013）。この報告では、ヒトの疾患に伴い見られる炎症関連
遺伝子の変動について、疾患モデルマウスでの遺伝子の変動と比較し、ヒトとモデル
マウス間では類似性が認められなかったこと、ヒトとマウスでは炎症の際に変動する
シグナルに多くの違いがあることから、マウスを用いた炎症に関する遺伝子変動の解
析のヒトでの炎症反応への外挿は困難であることが述べられている（Seok et al., 2013）。
一方で、この論文で用いた遺伝子のデータは健康な人と疾患を持っている人を比較し
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て発現が変動する遺伝子を抽出していたことから、データには炎症に関係ない遺伝子
が含まれており、そのためマウスとの相関性が低くなったという報告もされている
（Takao and Miyakawa, 2015）。この報告では、ヒトの疾患に伴う炎症で変動した遺伝
子と疾患モデルマウスで変動した炎症関連遺伝子を比較すること及び統計等の解析方
法を適切に選択することで、ヒトと疾患モデルマウスでの炎症時に変動する遺伝子に
は高い相関性が認められ、疾患モデルマウスはヒトの疾患に伴う炎症の解析に有用で
あると説明されている（Takao and Miyakawa, 2015）。当研究室の Sox17+/-マウスで認め
られた肝炎では、疾患モデルマウスとヒトで相関が認められた炎症関連遺伝子に含ま
れている C-X-C motif chemokine 10（Cxcl10）または Prostaglandin-endoperoxide synthase 
2（Ptgs2）を含む遺伝子の変動がマイクロアレイ解析により認められていた（Takao and 
Miyakawa, 2015、表 0-2）。この結果は、当研究室の Sox17+/-マウスがヒトの疾患に伴
う肝炎についてのモデルマウスとしての利用可能性を示唆していると考えられ、
Sox17
+/-マウスでの肝炎について、詳細に解析することで新たな疾患モデルマウスの作
出につながると考えられる。 
 
 
以上のことから、本研究では第 1 章で新生児胆道閉鎖症のモデルマウスとしての
Sox17
+/-マウスを確立し、さらに新生児胆道閉鎖症の原因解明、治療法の開発、早期発
見のためのバイオマーカー探索に貢献するために、第 2 章では Sox17 遺伝子の胆囊・
胆管形成における役割を明らかにし、その分子機構についての解析を試みた。 
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図表とその説明 
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表 0-1  Sox17 ノックアウトマウスの C57BL/6 への戻し交配時の出生率 
 
 
129sv マウスで作出された Sox17 ノックアウトマウスを C57BL/6 に戻し交配した際
に得られた生存子の野生型及び Sox17+/-マウスの割合。129Sv 系統の Sox17 ノックア
ウトマウスに C57BL/6 交配させ、得た子を F1世代として、F1に C57BL/6 を交配させ、
得た子を 2 世代目（N2）とした。N5 で、Sox17+/-マウスの急激な出生率の低下が認め
られた。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
 
 
 
 
Generation
 
 +/+ +/– 
Survival ratio
 
 
（+/–/+/+） 
Total 
numbers 
N2 164 140 0.85 304 
N3 190 155 0.82 345 
N4 113 108 0.96 221 
N5 85 11 0.13
 
 96 
N6 83 10 0.12 93 
N7 69 8 0.12 77 
N8 28 1 0.04 29 
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表 0-2 マイクロアレイ解析 Sox17+/–肝臓で変動した遺伝子の上位 20 遺伝子 
 
 Severe：サンプリング時に肝炎が認められた個体 
Mild：サンプリング時に肝炎が認められなかった個体 
 
 
Description Gene 
 Fold change  
Severe (Mild) 
endothelial cell-specific molecule 1 Esm1 115.7 (10.1) 
chemokine (C-X-C motif) ligand 10 Cxcl10 49.0 (6.4) 
heat shock protein 1A Hspa1a 28.9 (14.2) 
heat shock protein 1B Hspa1b 28.8 (17.5) 
chemokine (C-X-C motif) ligand 2 Cxcl2 26.6 (5.1) 
patched domain containing 3 Ptchd3 24.7 (5.6) 
serine (or cysteine) peptidase inhibitor, clade E, member 1 Serpine1 24.2 (158.7) 
kallikrein 1-related peptidase b24 Klk1b24 21.2 (5.1) 
phosphatidylinositol-4-phosphate 5-kinase, type 1 alpha Pip5k1a 20.2 (2.0) 
hepcidin antimicrobial peptide Hamp 19.2 (4.3) 
predicted gene 6297 Gm6297 13.0 (3.8) 
chemokine (C-X-C motif) ligand 1 Cxcl1 12.4 (4.3) 
procollagen lysine, 2-oxoglutarate 5-dioxygenase 2 Plod2 11.9 (4.0) 
chondroitin sulfate synthase 3 Chsy3 9.2 (3.3) 
activating transcription factor 3 Atf3 8.7 (6.6) 
RIKEN cDNA 4930583H14 gene 4930583H14Rik 8.4 (3.4) 
ankyrin repeat domain 37 Ankrd37 8.0 (7.8) 
potassium voltage-gated channel, Isk-related subfamily,gene 3 Kcne3 7.9 (5.9) 
family with sequence similarity 184, member A Fam184a 6.9 (6.5) 
chemokine (C-C motif) ligand 2 Ccl2    5.9 (3.9) 
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第 1 章 
 
Sox17 ハプロ不全の原因解明と新生児胆道閉鎖症
モデルマウスの作出 
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諸 言 
 
 
Sox17 ハプロ不全 
当研究室で行った Sox17 ノックアウトマウスの C57BL/6 マウスへの 5 世代以上の戻
し交配により Sox17 ヘテロマウス（Sox17+/-マウス）の出生率が低下することから（表
0-1）、これまでに報告されていない Sox17 遺伝子のハプロ不全が起きていることが考
えられたため、Sox17+/-マウスの解析が行われた。Sox17 遺伝子ハプロ不全の表現型と
して、胎齢 17.5 日の Sox17+/-マウスで肝臓辺縁の炎症が認められ（図 1-1、図 1-2）、こ
の胎齢後期における肝炎の発症により Sox17+/-マウスの出生率の低下が起こることが
推測された。さらに、Sox17 は血管発生に関わっていること（Matsui et al.,2006）及び
胎齢 17.5 日のマウス肝臓では造血が行われており、Sox17 は血球の分化に関わってい
ることから（He, Kim, Lim, & Morrison, 2011）、Sox17+/-マウス肝臓での血管形成及び血
球系への影響について調べられたが、いずれにおいても野生型との差は認められず、
ハプロ不全と考えられる変化は認められなかった（図 1-3）。以上のことから、Sox17
ハプロ不全による肝炎の一次原因は肝臓以外にある可能性が示唆された。 
 
 
前腸内胚葉からの胆囊領域の分化 
胆囊・胆管系の形成不全は胆石の形成、慢性炎症や胆道閉鎖を引き起こすことが報
告されおり（Asai, Miethke, & Bezerra, 2015、Portincasa et al., 2004）、当研究室で Sox17+/-
マウスでは異所性胆管が形成されていることが確認されている（図 1-1）。以前の報告
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で、Sox17 発現は前腸内胚葉からの胆囊領域分化に必須であり、肝外胆管形成への関
与が示唆されていたことからも（Spence et al., 2010、Uemura et al., 2010）、Sox17 ハプ
ロ不全の肝炎の発症に胆囊・胆管系形成における Sox17 遺伝子発現低下が関わってい
る可能性が考えられる。 
以上のことから本研究では、Sox17 ハプロ不全による肝炎への胆囊・胆管系形成に
おける Sox17 遺伝子発現の影響を検討した。 
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材料と方法 
 
 
実験動物 
すべての動物実験は東京大学動物実験実施規則及び東京大学動物実験実施マニュア
ルに沿って行われた(approval ID: 551-2327)。手順は東京大学動物実験実施マニュアル
に沿って行われた。胎齢 13.5 日から 17.5 日の胎子は SLC から購入した野生型雌
（C57BL/6（B6）系統、ICR 系統または 129SvJ系統）と Sox17
+/- 雄マウス (Kanai-Azuma 
et al., 2002)または Sox17GFP/+雄マウス（Kim, Saunders, & Morrison, 2007）とを交配させ
て得た。 
 
組織学的解析及び免疫組織化学染色を用いた解析 
ホールマウント Dolichos biflorus Agglutinin（DBA）レクチン染色のために、胆囊・
胆管を肝臓とともに 4% paraformaldehyde （PFA）-PBS で 12 時間、4°C にて固定し、
Phosphate buffered saline-Tween（PBST）で洗った。透過性を増すために脱水し、数日
間 70%メタノールで保存した。ローダミン付加 DBA を 10 μg/mL で、12 時間 4°C に
て染色した。  
パラフィン切片作製のために、胆囊・胆管を肝臓とともに 4% PFA-PBS で 12 時間、
4°C にて固定し、脱水、パラフィン包埋し、薄切（厚さ 4 μm ）した。凍結切片は 厚
さ 5~7 μm で作製した。 切片は Hematoxylin Eosin（HE）染色、Periodic Acid-Schiff（PAS）
染色、免疫組織化学染色に用いた。 
  免疫組織化学染色では、マウス抗 E-cadherin （希釈 1/250 ； BD pharmingen）、
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ウサギ抗 GRP78 （希釈 1/500； Affinity Bioreagents）、マウス抗 GFP （希釈 1/50； MBL）、
ウサギ抗 HNF6 （希釈 1/50； Santa Cruz）、ラット抗 integrin β1（希釈 1/50； Millipore）、
ウサギ抗 laminin （希釈 1/250；ICN Pharmacenticals）、マウス抗 proliferation cell nuclear 
antigen（PCNA ）（希釈 1/5000；DACO）、ウサギ抗 SOX9 （希釈 1/250；Kidokoro et al., 
2005）、ウサギ抗 SOX17 （10 μg/mL；Kanai et al., 1996）、ヤギ抗 SOX17 （希釈 1/100；
R&D systems）及びマウス抗 ZO1 （1/100 dilution；Invitrogen） 抗体をそれぞれ使用
した。最後に免疫反応を可視化するために ABC kit （Vector laboratories）とビオチン
結合二次抗体、またはアルカリフォスファターゼ/ Alexa-488/Alexa-594 がそれぞれ結合
した二次抗体を使用した。蛍光免疫組織化学染色では DAPI で対比染色した。オリン
パス蛍光顕微鏡 （BX51N-34-FL2）、実体顕微鏡 （SZX16 plus U-LH100HG） 及びオ
リンパス共焦点レーザー顕微鏡（FV10i；Olympus, Japan）で解析した。  
 PCNA 指数と形態データのために、PCNA 陽性胆囊上皮細胞と上皮丈はそれぞれの
最大直径横断切片にて計測した。  
 
胆囊器官培養法による解析 
Sox17
+/-胆囊・胆管の組織自律的表現型を解析するために、胎齢 13.5 日の胆囊器官
培養を行った。実態顕微鏡下にて胎齢 13.5 日の肝臓から胆囊管に近い領域を除いた胆
囊を単離し、 ISOPORE membrane filter （Millipore）上に静置し 10% fetal calf 
serum-DMEM （Sigma） で 37°C  72 時間培養した。また、ゼラチンコート上での培
養による、経時的形態変化観察も行った。 
 
電子顕微鏡による観察 
単離した肝臓と胆囊・胆管組織を 2.5% グルタールアルデヒド/0.1 M リン酸バッフ
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ァ （ーPB） で 4 時間 4°C にて固定した。PBS で洗ったのちに、0.1 M PB 中の 1% OsO4 
で 2 時間 4°C で後固定した。脱水し EPON812 で包埋し、超薄切片を JEOL-1010 透
過電子顕微鏡（80 kV） で解析した。   
 
統計解析 
全ての定量データは平均 ± SEM で表している。データ解析は PRISM v5.0 
（GraphPad Software Inc.）で行った。The Student’s t-test or one-way ANOVA statistic は異
なる２群以上の解析に用いた。差があった場合には Tukey test を行った。それぞれの
解析で p-value が 0.05 以下のときに有意な差があるとした。 
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結 果 
 
1. Sox17 ハプロ不全の遺伝的背景による比較 
当研究室では Sox17 ノックアウトマウス系統での Sox17 ヘテロマウス（Sox17+/-マウ
ス）の出生率の低下は C57BL/6（B6）系統への戻し交配により認められたことから、
他の系統への戻し交配との比較を行った。その結果、ICR 系統または 129SVJ系統への
戻し交配では、Sox17+/- 胎子の割合に減少は認められなかったが、ICR に戻し交配を 3
世代又は 4 世代行った ICR バックグランドの胎子では肝炎が 5.2%で認められ、異所性
胆管の形成は 3 系統において野生型と比較して、Sox17+/-胎子で発現率が高くなってい
た（図 1-4A）。肝炎の発症率では B6 バックグランドで ICR バックグランドよりも高
かったが（図 1-4A）、8 週齢での Sox17+/-胎子の胆囊低形成は B6 または ICR バックグ
ランドで同様に認められ（図 1-4B）、Sox17+/-マウスでの胆囊の低形成はバックグラン
ドに関わらず起きることが明らかとなった。また、胎齢 15.5 日での Sox17+/-胆囊上皮
での SOX17 陽性細胞の局在は、B6 バックグランドで ICR バックグランドよりも減少
していた（図 1-4C）。以上の結果から、戻し交配の系統に関係なく胆囊の低形成は起
きるが、系統による差が認められた胎生期の胆囊上皮における Sox17 発現減少のタイ
ミングが、Sox17 ハプロ不全による肝炎の発症率に影響する可能性が考えられた。 
 
 
2. 腸管への胆汁排出開始時期の検討 
ヒトでの新生児胆道閉鎖症の原因と同様に、Sox17 ハプロ不全による肝炎の原因が
胆汁うっ滞である可能性を検討するために、マウスの腸管への胆汁排出時期について
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調べた。その結果、胎齢 15.5 日では Sox17+/-肝臓で肝炎は起きておらず（図 1-5A）、
腸管内に胆汁は認められなかったが、胎齢 16.5 日から認められたことから（図 1-5B）、
肝炎が発症する 17.5 日より 1 日早い 16.5 日から胆汁は腸管に排出されることが明ら
かとなり、この初期の胆汁排出阻害が Sox17 ハプロ不全による肝炎の原因となる可能
性が考えられた。 
 
 
3. 胎齢 13.5 日以降の胆囊・胆管系での SOX17 陽性細胞の局在 
前腸内胚葉からの分化後より肝炎が発症する直前の胎齢 16.5 日までの肝臓と胆
囊・胆管系での SOX17 の局在を検討した。胎齢 13.5 日から胎齢 17.5 日の胎子肝細胞
には SOX17 の局在は認められなかったが、肝臓の血管内皮では SOX17 陽性細胞が認
められ（図 1-6A、B）、胎齢 13.5 日から 16.5 日の胆囊上皮では SOX17 陽性細胞の局在
が確認された（図 1-6C、D の gb）。さらに SOX17 陽性細胞の局在は胆囊管上皮の一部
でも確認されたが（図 1-6C、 D の cd）、総胆管、肝外、肝内胆管で局在は認められな
かった（図 1-6C、D の hd）。また、PCNA 陽性細胞は胎齢 13.5 日齢の胆囊・胆管領域
遠位において SOX17 陽性胆囊上皮細胞と共に局在が認められたことから、SOX17 陽
性細胞が局在する胆囊先端部では上皮細胞の増殖が盛んであることが示された（図
1-6E-G）。 
 
 
4. 胎齢 15.5 日以降の野生型及び Sox17+/- 胆囊上皮形態の比較 
これまでの結果から、SOX17 陽性細胞は増殖活性の高い胆囊上皮で局在が認められ
たことから、次に胆囊上皮における Sox17 発現の低下がいつから、どのように胆囊の
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形成へ影響を与えるのかを検討するために、B6 バックグランドで他の系統よりも胆囊
上皮での SOX17 陽性細胞の局在の減少が認められた胎齢 15.5 日以降を経時的に調べ
た。野生型では胎齢 15.5 日から 16.5 日にかけて胆囊上皮細胞は円柱状となり、胎齢
17.5 日には偽重層円柱上皮となるが（ 図 1-7A、B 左図）、Sox17+/- 胆囊では形成不全
となり、偽重層化せず単層立方上皮であった（図 1-7A、B 右図）。形態学的解析では
胎齢 17.5 日において Sox17+/-胆囊上皮の丈が野生型と比較して約 8µm 有意に低くなっ
ていることが明らかとなった（野生型：25.8 ± 1.0 µm（n=9）、Sox17+/-：17.4 ± 0.6 µm
（n=14））。さらに単層の Sox17+/-胆囊上皮では基底膜の線維網状板の形成不全が電子
顕微鏡観察により確認され（図 1-7B 下段）、上皮内で剥離している細胞が認められた
（図 1-7A、B 矢印）。 
また、Sox17+/-胆囊上皮での PCNA 陽性細胞率は野生型と比較して胎齢 15.5 日及び
16.5 日で有意に低下し（図 1-7C）、加えて Ki-67 陽性細胞率及び BrdU 標識細胞率は
胎齢 15.5 日の Sox17+/− 胆囊上皮で有意に低下していたことから （図 1-7D、E）、Sox17+/- 
胆囊上皮では細胞増殖活性が低下していることが明らかとなった。 
 
 
5. Sox17+/-胆囊における脱落した上皮細胞による胆囊管・肝外胆管の閉塞の解析 
胎齢 15.5 日から 17.5 日での Sox17+/-胆囊及び胆管の詳細な観察から、管腔内に胆管
上皮マーカーである DBA 陽性及び HNF6 陽性細胞の脱落（図 1-8A、B）、胆囊管と
肝外胆管の腔内への凝集が認められた（図 1-8A-E）。また、脱落した細胞および胆囊
上皮における細胞間接着因子である E-cadherin の局在は正常であった（図 1-8B）。電
子顕微鏡観察から胆管上皮細胞と脱落細胞の間に密接な接触が観察された（図 1-8C 
C1、C3）。さらに、胆囊管と肝外胆管では、管腔内に脱落した細胞による閉塞（図
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1-8C-E 矢頭）及び DBA 陽性細胞による胆管の完全な閉塞も認められた（図 1-8D、E 右
図）。また、脱落している細胞の中心部ではネクローシスを起こしている細胞が観察
された（図 1-8C C2）。 
これらの結果から、胎齢 15.5 日に Sox17+/- 胆囊・胆管系上皮では増殖が低下し、一
部分では上皮細胞が管腔内に脱落し、二次的に胆管狭窄と閉塞を引き起こし、胎齢 16.5
日から排出される胆汁のうっ滞を引き起こす可能性が示唆された。 
 
 
6. 胆囊器官培養法を用いた胆囊形成における組織自律性の解析 
これまでに明らかとなった胆囊上皮での Sox17 発現低下による胆囊形成への影響に
ついて、胆囊での Sox17 発現低下による組織自律的変化であるのか、またはまだ明ら
かとなっていない他器官からの影響があるのかについて調べるために、in vivo で
SOX17 陽性細胞局在の減少が認められた胎齢 13.5 日から、Sox17+/-と野生型それぞれ
の胆囊原基を用いて器官培養を行い、胆囊形成について解析を行った。培養期間中、
野生型では遠近軸に沿った伸長が認められ 、管状構造が形成された（伸長：39/45、
伸長不良：6/45、図 1-9B 左図）。Sox17+/- 胆囊では伸長は認められず、膨化し球状の
形態を示した（膨化：33/39 、発達不全：6/39、図 1-9B 右図、図 1-9F）。3 日間培養後
の胆囊上皮では PCNA 陽性上皮細胞は野生型で胆囊の先端側（遠位側）での局在が認
められ（図 1-9C 白矢印：近位側）、Sox17+/- 胆囊では PCNA 陽性上皮細胞の局在に極
性は認められなかった（図 1-9C）。さらに、Sox17+/- 胆囊では 4/14 で細胞が断片化し、
腔内に脱落している像が観察され（図 1-9C 白矢頭）、脱落した細胞近くの基底膜では
ラミニンの局在がまばらになっていた（図 1-9C 白抜き矢頭）。また、野生型胆囊では
上皮の構造が偽重層を呈したが（図 1-9D 左図）、Sox17+/- 胆囊の上皮は丈の低い立
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方単層であった（上皮丈：野生型= 30.0 ± 1.5 µm（n=7）、Sox17+/-=10.4 ± 1.1 µm（n=6））。
細胞間接着因子である E-cadherin と ZO-1 の局在には変化はなかったが、細胞外基質
との細胞接着受容体である Integlinβ1 局在は Sox17+/-胆囊で野生型と比較して減少が
認められた（図 1-9D、E）。 
以上の結果から、胆囊原基における Sox17 活性の低下による上皮構造の破綻は胆囊
組織自律的であることが示唆され、胆囊上皮の破綻による細胞の脱落は in vivo で得ら
れた表現型と類似していることから、Sxo17 発現低下による胆囊低形成は周囲の器官
による影響を受けない胆囊組織自律的変化であることが示唆された。また、胆囊器官
培養法が胆囊形成を詳細に解析することが出来る有用な方法として確立されたと考え
られる。 
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考 察 
 
 
Sox17 の胆囊原基におけるノックダウンにより胆囊形成が阻害されることから、
Sox17 遺伝子発現は前腸内胚葉から胆囊への分化に必須であることが報告されている
（Spence et al., 2010； Uemura et al., 2010）。本研究では、前腸内胚葉から分化後の胆
囊・胆管系形成において Sox17 発現の低下は胆囊の形成不全を引き起こし、胎齢 17.5
日での肝炎の発症に関与する可能性が示唆され、Sox17 発現は胎生期における胆囊・
胆管系上皮の正常な形成に必須であることを示した。 
 
 
Sox17 ハプロ不全のバックグランドによる表現型の差 
 マウスの疾患モデルにおいて遺伝的バックグランドが表現型や生存率に影響を与
えることが報告されており(Doetschman, 1999)、当研究室で認められた Sox17 ハプロ不
全による肝炎の発症も遺伝的バックグランドによる違いが確認された。当研究室での
Sox17 ノックアウトマウスの C57BL/6 系統（B6）マウスへの戻し交配により 4-5 世代
目から Sox17+/- 胎子の生存率が低下し（表 0-1）、新生子肝炎の発生率の増加が認めら
れた（表 0- 1, 図 1-2A）。B6 バックグランドでの Sox17 ハプロ不全による肝炎の発症
は ICR バックグランド胎子よりも高い肝炎の発症率が認められ（図 1-4A）、このバッ
クグランドによる肝炎の発症率の差の原因として、B6 バックグランドでの胎齢 15.5
日の胆囊上皮での Sox17 発現の低下が関係していることが推察された（図 1-4C）。 
 
 23 
 
 
Sox17
+/-胆囊と脱落細胞による胆道閉塞 
 前腸内胚葉から分化後の胎齢 13.5 日から 16.5 日での胆囊・胆管領域で Sox17 陽性
細胞は胆囊領域に限局して局在が認められ、PCNA 陽性細胞も同様の部分に限局して
観察された（図 1-6）。また、Sox17+/-胆囊上皮では PCNA 陽性細胞率、Ki67 陽性細胞
率、及び BrdU 標識細胞率が有意に低下していたことからも（図 1-7）、Sox17 発現は
胆囊上皮での細胞増殖活性を調節していると考えられ、8 週齢で認められた Sox17+/-
胆囊の低形成は胆囊上皮での増殖活性の低下が一因と考えられる。また、Sox17+/-胆囊
では管腔内への DBA 陽性及び HNF6 陽性の胆管上皮細胞の脱落が認められ、脱落細
胞による胆管上皮への密着が胆管閉塞を引き起こす原因となる可能性を示した（図
1-8）。さらに、Sox17 ハプロ不全による肝炎は胎齢 17.5 日から認められたが（図 1-1）、
胎齢 16.5 日に初めて腸管内に胆汁が確認されたことから（図 1-5）、肝炎の発症には管
腔内に脱落した上皮細胞によって胆道閉鎖が起こることによる、胆汁うっ滞が関係し
ていると推察される。 
 
 
胆囊器官培養法による Sox17+/- 胆囊の形成不全の解析 
Sox17 を含む SOX F グループでは基底膜を構成するフィブロネクチンとラミニンα
1 の遺伝子発現との関係（Niimi et al., 2004、Shirai et al., 2005）や Sox17 遺伝子が胚性
内胚葉 と胚外内胚葉における基底膜のラミニン形成を調節していることが報告され
ている（Artus et al., 2011、Shimoda et al., 2007）。本研究では、Sox17+/- 胆囊上皮におけ
る基底膜減少が電子顕微鏡解析によって明らかとなり（図 1-7B）、さらに、胆囊上皮
基底膜におけるラミニンの部分的欠損と細胞と細胞外基質の接着因子であるインテグ
リンβ1 局在の低下が認められ（図 1-9C、E）、ラミニンの欠損部で上皮細胞の脱落が
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起きていたことから、Sox17+/- 胆囊上皮では Sox17 発現の低下により上皮細胞と細胞
外基質を接着させているインテグリンβ1 やラミニンの局在が減少することによる基
底膜の低形成が起こり、上皮細胞との接着が不安定となったため、上皮細胞の脱落が
起こっていることが示唆された。また、Sox17 発現が前腸内胚葉での上皮構造を調節
している Rho GTPase 遺伝子発現を抑制することが報告されており (Loebel et al., 
2011)、本研究での細胞外基質との細胞接着障害が Sox17+/- 胆囊上皮の腔内への脱落を
引き起こす可能性を示唆していると考えられる。   
 
 
まとめ 
本研究において、Sox17 発現の低下により、胆囊上皮細胞の増殖活性の低下と基底
膜成分の減少や細胞外基質との接着因子の低下による管腔内への上皮細胞の脱落が起
こり、脱落した細胞により胆管の狭窄または閉塞が生じ、二次的に肝炎を誘発するこ
とが明らかとなった。 
 Sox17 ハプロ不全による肝炎とヒトの新生児胆道閉鎖症では胎生期の胆道閉鎖に
よる肝炎の発症という共通点があり、本研究で認められた Sox17+/-胆囊での細胞自律
的な胆管上皮の障害はヒトの新生児胆道閉鎖症の直接的な原因の一つとなる可能性が
あり、Sox17+/-マウスは新生児胆道閉鎖症モデルマウスとして有用であると考えられる。
今後は、Sox17+/-マウスを用いて胆囊・胆管形成における Sox17 発現の詳細な役割を解
明することで新生児胆道閉鎖症のさらなる原因解明につながることが期待される。 
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図表及びその説明 
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図 1-1 
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図 1-1 胎齢 17.5 日における Sox17 ハプロ不全による肝炎 
 
胎齢 17.5 日の Sox17+/-マウス及び野生型マウスの肝臓像（A 上段、組織切片の PAS 染
色（A 中段）及び HE 染色（A 下段）並びに肝臓重量の定量（B）。胎齢 13.5 日、15.5
日及び 17.5 日での Sox17+/-マウス及び野生型マウスの胆囊・胆囊管領域のホール DBA
染色（C）。 
 
（A、B）胎齢 17.5 日の Sox17+/-マウス肝臓では辺縁が白くなり、PAS 陰性、細胞の集
蔟（A）、肝臓重量の有意な減少が認められた（B）。（**p<0.01） 
（C）胎齢 13.5 日から胎齢 17.5 日の Sox17+/-マウス胆囊管領域では異所性胆管の形成
が認められ（下図、矢頭）、胎齢 17.5 日の Sox17+/-マウス胆囊では野生型と比較
して先端の膨らみが小さい傾向が認められた（左端図の拡大図）。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
gb：胆囊、cd：胆囊管、duo：十二指腸、hd：肝管 
グラフは平均値± SEM にて表記 
Scale bars: 50 µm 
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図 1-2 
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図 1-2 胎齢 17.5 日での Sox17 ハプロ不全における肝臓の解析 
 
（A）C-X-C motif chemokine 10（Cxcl10）、Heat shock 70 kDa protein 1A（Hspa1a）、Heat 
shock 70 kDa protein 1B（Hspa1b）、C-X-C motif chemokine 1（Cxcl1）、C-X-C motif 
chemokine 2（Cxcl2）、Prostaglandin-endoperoxide synthase 2（Ptgs2）、Endothelial 
cell-specific molecule 1（Esm1）及び Serine peptidase inhibitor, clade E, member 1
（Serpine1）発現の定量解析。Cxcl10、Cxcl1、Cxcl2、Ptgs2、Esm1 及び Serpine1
で Sox17+/-肝臓では野生型と比較して、有意な発現の増加が認められた。（*p<0.05, 
**p<0.01） 
（B）Sox17+/-肝臓では野生型と比較して、Alanine transaminase（ALT）、Alkaline 
Phosphatase（ALP）及び胆汁酸レベルの有意な増加が認められた。 
（C）Sox17+/-肝臓での炎症部位及び同様の部位の野生型肝臓の PAS 染色及び抗
Glucose-regulated protein78（GRP78）抗体を用いた免疫染色像。Sox17+/-肝臓では
GRP78 陽性の肝細胞が PAS 陰性領域の周囲に認められた。（矢印） 
（D）Sox17+/-肝臓での炎症部位及び同様の部位の野生型肝臓の電子顕微鏡像。Sox17+/-
肝臓では野生型と比較して、粗面小胞体の大型化が認められた（矢頭）。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
hc：肝細胞、rb：赤芽球、bv：血管、bi：毛細胆管 
グラフは野生型の平均値を 1 として相対値を表記 
 Bars：50 m（C 上段）、 5 m（C 下段、D） 
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図 1-3 
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図 1-3 胎齢 17.5 日の肝臓における血球系、血管系、及びリンパ管系マーカーの発現
解析 
 
（A、B）Sox17+/-肝臓での炎症部位及び同様の部位の野生型肝臓の PAS 染色、抗
Lymphatic vessel endothelial hyaluronan receptor 1（Lyve-1）抗体、抗Tyrosine kinase 
with immunoglobulin-like and EGF-like domains 1（Tie-1）抗体、抗 vascular cell 
adhesion molecule-1（Vcam-1）抗体（A）及び抗 Ter-119 抗体（B）を用いた免
疫染色像。局在に野生型との違いは認められなかった。破線部に囲まれた部分
は炎症部位を示している。 
（C）Glycophorins A（Gypa）、y-globin 及び CD45 発現は野生型と比較して、有意な差
は認められなかった。 
（D）Macrophage-1 antigen（Mac-1）、granulocyte-differentiation antigen-1（Gr-1）、Ter-119、
CD19、B220、CD4 及び CD8 の各プローブを用いたフローサイトメトリーでは、
野生型肝臓と比較して、Sox17+/-肝臓で分布に有意な差は認めらられなかった。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
グラフは平均値± SEM にて表記 
scale bar:50 µm 
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図 1-4 
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図 1-4 Sox17 ハプロ不全のバックグランド比較 
 
（A） Sox17 ノックアウトマウスの B57BL/6（B6）、ICR、及び 129sv への戻し交配に
よる各系統での胎齢 17.5 日の肝臓重量及びヘテロマウスの割合は、B6 バック
グランドでは野生型と比較して Sox17+/-では減少し、肝炎発症割合は B6 バック
グランドの Sox17+/-では他の系統よりも高く、異所性胆管形成割合は 3 系統と
もに野生型と比較して Sox17+/-で高い発現率が認められた。 
（B） 8 週齢で Sox17+/-胆囊は B6 及び ICR バックグランドで低形成が認められた。 
（C） 胎齢 13.5 日、15.5 日の B6 及び ICR バックグランド胆囊上皮の抗 SOX17 抗体
を用いた免疫染色像。胎齢 15.5 日の B6 バックグランドの Sox17+/-胆囊上皮で
は ICR バックグランドよりも SOX17 陽性細胞局在の減少が認められた（下段
左 2 枚目）。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
gb：胆囊、cd：胆囊管、hd：肝外胆管 
Bar：1 mm（B）、50 m（C） 
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図 1-5 
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図 1-5 腸管への胆汁排出時期の検討 
 
（A） 胎齢 15.5 日の Sox17+/-での Cxcl10、Cxcl1、Cxcl2、及び Ptgs2 発現は野生型と
比較して差は認められなかった。 
（B） 胎齢 15.5 日では腸管内に胆汁は認められなかったが、胎齢 16.5 日では野生型
及び Sox17+/-マウスで腸管内に胆汁が認められた。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
グラフは野生型の平均値を 1 として相対値を表記 
duo：十二指腸 
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図 1-6 
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図 1-6 胎齢 13.5 日及び胎齢 16.5 日での胆囊・胆管系における SOX17 陽性細胞及び
PCNA 陽性細胞の局在 
 
野生型胆管系における胎齢 13.5 日及び 16.5 日の抗 SOX17 抗体（A、C、E の右図）、
及び抗 PCNA 抗体（E の左図、F）を用いた免疫染色像。Sox17 GFP/+胆囊における GFP
局在像及び抗 GFP 抗体を用いた免疫染色像（B、D）。 
（A-D）胎齢 16.5 日の肝臓では野生型及び Sox17+/-マウスで肝細胞には SOX17 陽性細
胞は認められず、血管内皮細胞にのみ認められた。（A、B）。野生型では、胆
囊上皮及び一部の胆囊管上皮に SOX17 陽性細胞が認められ（C）、Sox17GFP/+
マウスでは GFP 陽性細胞が胆囊上皮及び胆囊管に認められた（D）。 
（E-G）胎齢 13.5 日の野生型では、PCNA 陽性細胞が胆囊と胆囊管に認められ、SOX17
陽性細胞は胆囊上皮に局在していた（E）。胎齢 16.5 日の野生型では、PCNA
陽性細胞は胆囊上皮に多く局在し、胆囊管の一部の上皮細胞にも局在が認めら
れた（F）。胎齢 15.5 日の野生型では、胆囊先端部で SOX17 陽性かつ PCNA 陽
性細胞の局在が多く認められた（G）。 
gb：胆囊、cd：胆囊管、hd：肝外胆管、v：中心静脈 
Bar：50 m. 
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図 1-7 
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図 1-７ 胎齢後期での胆囊上皮形態の解析 
 
（A）胎齢 15.5 日から 17.5 日までの胆囊上皮の HE 染色像。野生型では胆囊上皮の偽
重層化が認められたが、Sox17+/-胆囊上皮は胎齢 17.5 日においても単層であった。
また、Sox17+/-胆囊上皮では凝集した細胞が認められた（矢印）。 
（B）胎齢 16.5 日の胆囊上皮の電子顕微鏡像。野生型と比較して、Sox17+/-胆囊上皮の
基底膜は薄く（下図）、上皮に脱落している細胞が認められた（矢印）。 
（C-E）胆囊上皮の抗 PCNA 抗体、抗 Ki67 抗体または抗 BrdU 抗体を用いた免疫染色
像と胎齢 15.5 日から 17.5 日までの増殖率グラフ。野生型では PCNA 陽性細胞
が多く認められ、胎齢 15.5 日では約 80%が PCNA 陽性細胞であった。、Sox17+/-
胆囊上皮では野生型と比較して局在が少なく、胎齢 15.5 日及び 16.5 日では
PCNA 陽性細胞率が有意に減少し（C）、Ki67 陽性細胞及び BrdU の局在率は
胎齢 15.5 日の Sox17+/-上皮で有意に減少した（D、E）。(*p<0.05、**p<0.01)  
C のグラフは各群 n=10 の平均値。D、E のグラフ上の数字は個体数を示す。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
グラフは平均値± SEM にて表記 
gb：胆囊 
Bar：50 m.（A、C-E）、Bar：5 m.（B） 
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図 1-8 
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図 1-8 Sox17+/-マウスにおける胆道閉鎖 
 
（A-C）胎齢 16.5日の Sox17+/-胆囊上皮のHE染色、DBA染色及び抗Hepatocyte Nuclear 
Factor 6（HNF6）抗体（A）、抗 E-cadheline（E-cad）抗体（B）を用いた免
疫染色像並びに電子顕微鏡像（C）。DBA 陽性、HNF6 陽性または E-cad 陽
性の胆囊上皮細胞が管腔内に脱落していた（A、B、矢頭）。管腔内に脱落し
た細胞はネクローシスを起こしており（C2）、胆囊上皮に密着していた（C3）。 
（D、E）Sox17+/-マウスの胎齢 15.5 日の胆囊管（D）、胎齢 16.5 日及び 17.5 日の肝
管、及び胆囊管の HE 染色及び DBA 染色像。胎齢 15.5 日及び 16.5 日の胆囊
管で脱落した胆囊上皮がつまり、管腔を閉塞していた（D 及び E の左図、矢
頭）。肝管内で胆道閉塞が認められた（E の右図、矢頭）。 
+/-：Sox17+/-マウス 
gb：胆囊、cd：胆囊管、hd：肝外胆管、Li：肝臓 
ge：胆囊上皮、dc：管腔へ脱落した細胞 
Bar：50 m.（C2、C3 以外）、Bar：5 m.（C2、C3） 
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図 1-9 
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図 1-9 胆囊器官培養を用いた in vitro 解析 
 
（A） 胆囊の培養法の模式図。 
（B、F）培養 1、24、48 及び 72 時間後の形態変化。野生型では、胆囊は経時的に遠
近軸に沿った伸長が認められた。Sox17+/-胆囊では伸長は認められず、膨化が
認められた。 
（C）培養 72 時間後の胆囊のホール DBA 染色（最上段）、抗 PCNA 抗体（2 段目）、
抗ラミニン抗体（3 段及び 5 段）、及び DBA 染色（4 段及び 5 段）による免疫染
色像。野生型では、胆囊の先端部分での PCNA 陽性細胞の局在が認められ、基
底膜ではラミニンが連続して確認された。Sox17+/-胆囊では、PCNA の局在に極
性は認められず、基底膜のラミニンは断続的であり、ラミニンが途切れた部分で
上皮細胞の脱落が認められた（5 段）。 
（D、E）培養 72 時間後の胆囊上皮の HE 染色（D 最上段）、抗 E-cad 抗体（D 中段）、
抗 Zonula occludens-1（ZO-1）抗体（D 下段）及び抗 Integrin β1 抗体（E）
を用いた免疫染色像。野生型胆囊では上皮の偽重層化が認められたが、
Sox17
+/-胆囊上皮は単層であった（D 上段）。E-cad と ZO-1 局在に差は認めら
れなかったが（D 中段、下段）、野生型と比較して Sox17+/-胆囊では Integlin
β1 局在は減少していた（E）。 
+/+：野生型マウス、+/-：Sox17+/-マウス 
gb：胆囊 
Bar：50 m 
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第 2 章 
 
Sox17 遺伝子の胆囊・胆管形成における役割の解明 
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本章の内容は、雑誌掲載の形で出版する計画があるため公表できない。 
5 年以内に公表予定。 
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総合考察 
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本研究では、第 1 章で Sox17 ハプロ不全の肝炎は胆囊での Sox17 発現低下による胆
囊形成不全が原因となり引き起こされること、第 2 章で Sox17 遺伝子は胆囊・胆管系
形成において下流の shh 発現を介して、胆囊周囲の間葉系組織での平滑筋形成を促す
ことにより、胆囊の形態を維持する働きがあること及び Sox17 遺伝子発現の低下は
Sox9 発現を増加させ、胆嚢を胆囊管化させることを明らかにした。 
 
胆囊・胆管系は肝臓で産生された胆汁を貯留するとともに、腸管への胆汁の流路で
あり、先天的胆管疾患やウィルス感染による胆管の傷害はこの流路の破綻を引き起こ
し、胆汁のうっ滞による、胆石の形成や肝炎等の疾患の原因となる(Zong and Stanger, 
2011)。新生児胆道閉鎖症は新生児の 1 万人に 1 人が発症し、進行性の肝炎により重度
の場合には肝臓移植が必要となる疾患である(Kohsaka et al., 2002； Mieli-Vergani & 
Vergani, 2009)。この疾患での肝炎は胆道閉鎖による胆汁うっ滞が原因と考えられてお
り、胆汁うっ滞の一因として、胎児期の胆管形成不全が考えられているが、ヒトの新
生児胆道閉鎖症では、胆囊が線維化し痕跡程度しか認められないことから、詳細な検
討が困難であり、疾患モデルマウスの作出が望まれている。 
当研究室では認められた Sox17 ハプロ不全、Sox17+/-マウス出生子率の低下は胎齢
17.5 日における肝炎の発症が原因と考えられ、肝臓には一次原因がないことが示唆さ
れたことから、前腸内胚葉から発生した原基からの分化に Sox17 発現が必須である胆
嚢・胆管系形成における Sox17 遺伝子の働きに着目し、研究を行った。第 1 章では、
Sox17 発現が低下した胆囊上皮の形成不全により胆囊上皮細胞が脱落し、脱落した上
皮細胞による胆管閉塞・胆汁うっ滞が Sox17 ハプロ不全による肝炎を引き起こすこと
を明らかにし、Sox17+/-マウスの新生児胆道閉塞症のモデルマウスとしての有用性を示
した。また、Sox17 ハプロ不全による肝炎の発症はマウスの系統により異なるが、8
 48 
 
週齢での Sox17+/-マウスの胆囊低形成は系統に関係なく認められたことから、胆囊・
胆管系形成における Sox17 発現の重要性が推察され、第 2 章では、マイクロアレイ解
析を用いて、Sox17 発現の下流を探索することで、胆囊・胆管系形成の分子機構の解
明を試み、胆囊周囲間葉系組織での平滑筋形成が胆囊の形態維持に重要であり、Sox17
発現は Shh シグナルを介して平滑筋形成の調節を行っていることを明らかにした。ま
た、胆囊の平滑筋の欠損は胆管内での胆石形成や胆石形成促進食マウスで胆囊炎症を
引き起こすことが報告されており(Levoie et al., 2012)、ヒトでは胆囊平滑筋の機能不全
は胆囊障害の主な原因と考えられている(Portincasa et al., 2004, 2008)ことから、本研究
で、Sox17+/-胆囊上皮での Shh 発現低下により、胆囊周囲間葉系組織での平滑筋の形成
不全が認められたことが Sox17 ハプロ不全による肝炎の原因であると推察される。さ
らに、Hh 発現が胆管傷害に反応し、胆管障害による線維化の際に増加すること（Cui et 
al., 2013； Omenetti et al., 2008）が報告されていることからも、Shh シグナルの低下が
Sox17 ハプロ不全による肝炎を引き起こす大きな要因であると考えられる。新生児胆
道閉塞症は生後約 3 か月以降に黄疸等の症状が現れることで発見され、症状が現れた
時には肝炎が発症しているため、早期の発見が重要であり、現在、便色カードでの早
期発見が試みられている。本研究によって、胆囊・胆管系形成における Sox17 発現と
その下流の遺伝子を同定したことは、新生児胆道閉鎖症の原因解明及び早期発見のた
めのバイオマーカーの探索に繋がると考えられ、Sox17+/-マウスの新生児胆道閉鎖症モ
デルマウスとしての有用性を示している。 
 
また、本研究で器官培養法を用いて Sox17+/-胆囊の形成不全状態に SHH を外部環境
から加えることで、平滑筋層の形成を促し、胆囊上皮の偽重層化が起こることを示し
たが、一方で、SHH ビーズ群の Sox17+/-胆囊上皮は SOX9 陽性ではあるが上皮は偽重
層化したことから、Sox17+/-胆囊上皮が単層円柱状の胆囊管様形態となることは、Sox9
 49 
 
発現とは独立していることが推察され、Sox17+/-胆囊上皮における Sox9 発現について
は、さらなる解析が必要と考える。小腸の筋形成は HGF や WNT のような他のシグナ
ルを介して腸陰窩の上皮のホメオスタシスを調節していることが報告されていること
から（Medema & Vermeulen, 2011）、胆囊・胆管系形成においても間葉系組織からの
他のシグナルを介して、間接的に胆囊上皮の形成に関わっていることが考えられるが
今後、さらなる解析が必要である。Sox17+/-マウスを用いた胆囊・胆管系形成の詳細な
解析が期待される。 
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